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「情報」を研究対象として扱う分野は多岐にわた

り、その定義も分野や研究者によって異なるが、おお

よそどの分野でも「情報社会」を定義する際には、情

報 通 信 技 術 （ Information and Communication 

Technology）や ICTインフラの拡充された社会を想定

している。情報化社会の起こりを書字、印刷、マスメ

ディアの発明に求め、ICT の記録や通信設備が情報処

理機能に進化するに至って情報（化）社会の実現化で

あると説くものや［Floridi 2017］、情報社会は農耕

社会から工業社会への転換を経た次の段階に到来す

るといった言説が受入れられてきた状況がある。 

人類はさまざまな種類の情報社会で生きてきたと

しながらも、あたかも単線的な進化によって ICTの拡

充された社会に到達するかのごとく語られ、ICTの“未

成熟”だとみなされる社会がどのように情報と関わっ

てきたのかは議論から取りこぼされてきた。 

しかし、その一方で、時代や技術とは関係なく、社

会は情報によって構成され情報によって動いており、

コンピュータやインターネットがない時代から、情報

をやりとりするネットワークを形成してきた遊牧社

会や漁労社会はもとより情報社会だったとする見方

もある［春木 2004, 奥野 2008］。 

遊牧社会こそ情報社会であると考える発表者は、モ

ンゴル遊牧民の物質文化研究を通して、モノが世帯間

を移動するという現象を読み解く過程で、モノが情報

であり、モノの情報をめぐって情報戦が繰り広げられ

ている実態を明らかにしてきた。彼らは、朝起きてか

ら眠るまで、ひっきりなしに来訪者を受け入れ、ある

いは自ら訪問者となって、あらゆる情報を会話として

交換している。モノの情報もその一部に過ぎないとい

う状況から、発表者はモンゴル遊牧社会を情報指向性

の強い「情報社会」と想定し、そこで扱われる「情報」

の内容、および情報収集・管理・伝達・分配の技法、

これらを文化として提示しようと考えた。情報の世界

を捉えることができれば、より多角的・重層的に当該

社会の在り方に迫ることが可能となる。それゆえ、本

研究は、モンゴル遊牧社会における「情報」や情報を

めぐる相互行為である「情報行動」に焦点をあて、情

報文化を読み解くことを目的とする。 

本発表では、この情報文化を構成する重要な要素で

ある「情報行動」と「情報媒体（メディア）」に着目

し、情報メディアの一つである携帯電話を特に取り上

げる。携帯電話で扱われる情報の特徴を明らかにし、 

 

 

 

 

モンゴル遊牧民の情報行動におけるその位置づけを検

討する。 

「情報行動」というのは、情報を行為の対象とし、情

報を獲得・生産・授受・蓄積・加工することを指す［橋

元 1990］。別の定義では「情報を環境との相互作用の中

で引き出したり、行動主体にとって必要な情報を捜した

り、また、行動主体の一つの行動として情報を伝えたり

すること」［北村 1970］であり、つまり、生活のあらゆ

る場面において情報が行為の対象となる相互行為のこ

とを意味する。 

モンゴル国で携帯電話サービスが始まったのは 1996

年である。2011 年には携帯電話使用者数が人口を上回

り、2014 年時点では一人当たり 1.7 個を持つ。都市部が

シェアの 90％を占める固定電話回線は 2000 年以降横ば

い状態であることから、地方へは主に携帯電話が普及し

たといえる。 

本発表では、モンゴル国有数の遊牧地域であるアルハ

ンガイ県において実施した、遊牧民の情報行動に関する

フィールド調査の結果を元に、携帯電話の利用状況、通

話内容（通話のタイミング、相手、用件）を具体的に提

示し、彼らの日常的な情報行動において、携帯電話がど

のような情報メディアとして位置づけられているのか

を考察する。 
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